
令和５年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校第５学年国語） 

１ 平均正答率・平均無解答率・内容別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

内容別平均正答率 

知識及び技能 
話すこと 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

58.7% 
(8.8問/15問) 

4.87% 62.5% 53.1.% 21.3% 63.9% 

 
２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、改善状況が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

1 

一 
米作りのときに記録していた【カード②】と【カード

③】の下線部の関係として適切なものを選択する 

知識

技能 
選択 60.6% 64.8% -4.2 

二 
【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と

解決方法を書く 
書く 記述 21.3% 26.0% -4.7 

三 
【川村さんの文章】の特徴の説明として適切なものを

選択する 

知識

技能 
選択 76.8% 78.9% -2.1 

２  示された述語に対する主語を選択する 
知識

技能 
選択 61.4% 65.2% -3.8 

３  接続語を使って一文を二文に分けて書く 
知識

技能 
短答 36.7% 38.5% -1.8 

４  
故事成語の使い方として適切なものを選択する（五十

歩百歩） 

知識

技能 
選択 60.6% 59.3% +1.3 

５ 

一 

学校新聞を書くために、「時の記念日」についての【資

料】から、小野さんが中心に読むとよい段落を選択す

る 

読む 選択 69.2% 70.1% -0.9 

二 
学校新聞を書くために、「時の記念日」についての【資

料】から、今村さんが中心に読むとよい段落を選択する 
読む 選択 58.6% 58.8% -0.2 

６ 

一 
【話し合いの様子の一部】における谷原さんや中村さ

んの発言の理由として適切なものを選択する 

知識

技能 
選択 46.7% 44.4% +2.3 

二 

【話し合いの様子の一部】で、中村さんが前田さんに

質問し、知りたかったことの説明として適切なものを

選択する 

話す 

聞く 
選択 74.2% 74.4% -0.2 

三 
「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選んで、 

    でどのように話すかを書く 

話す 

聞く 
記述 32.0% 33.6% -1.6 

７ 

一 
「くわえて」を漢字で書いたときの送り仮名が正しい

ものを選択する 

知識

技能 
選択 86.6% 91.5% -4.9 

二 文脈に沿って漢字を読む（勢い） 
知識

技能 
短答 80.1% 84.6% -4.5 

三 文脈に沿って漢字を書く（みんなでそうだんして） 
知識

技能 
短答 57.6% 61.2% -3.6 

四 文脈に沿って漢字を書く（き重なきかい） 
知識

技能 
短答 57.7% 57.8% -0.1 
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【改善が図られた問題】 

・故事成語の使い方として適切なものを選択する（４） 

【課題が見られる問題】 

・【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と解決方法を書く（１二） 

・示された述語に対する主語を選択する（２） 

 

４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

（１）課題が見られる問題 

 １二 の設問 （正答率：21.3 %）                             

   
 

（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

自分の考えが伝わるように書く際には、図表やグラフなどを用いて、書き表し

方を工夫できるよう指導する 

【第５学年及び第６学年】 Ｂ 書くこと 

エ 引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わる

ように書き表し方を工夫すること。 

図表やグラフが掲載されている教材文を扱う学習において、図表やグラフを

用いた筆者の目的やその効果を捉えながら、自分の表現に生かすことができる

よう指導することが大切です。 

指導に当たっては、実際に報告したり説明したりする文章を書く学習におい

て、より分かりやすくするために、どのような図表やグラフを用いるのがよい

かなど、児童が考える場面を設定すると効果的です。 

また、児童の学習の状況に応じて、教師が、図表やグラフなどを用いたモデ

ルとなる文章を提示し、図表やグラフなどを用いると自分にとっても考えを深

めやすく、相手にとってもよく理解できるものになることを実感できる場面を

設定することも効果的です。ただし、国語科の学習であることに鑑み、図表や

グラフの読み取りが学習の中心となったり、図表やグラフを自分で作成する活

動に過度に偏ったりしないよう留意する必要があります。 



（３）課題に対応したワークシート 

 
 

 

  

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セ

ット(小学校)」内の「国語 第 24弾」から、ダウンロードできます。 

 

＊児童の 1人 1台端末では、「ＣＢＴシステム」にログインし、「ワークシート」内の「小学校

→５年生→国語→書くこと」から、ダウンロードできます。 



（４）課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

  



  



  



  



 

国立教育政策研究所ホームページ 

「令和５年度全国学力・学習状況調査【小学校国語】報告書」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和５年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校第５学年算数） 

１ 平均正答率・平均無解答率・領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 測定 
変化と 

関係 

データ 

の活用 

43.8% 
(7.4問/17問) 

2.54% 46.8% 42.4% 54.3% 41.3% 45.1% 

 
２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、改善状況が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
 

領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

１  ６＋0.5×２の計算をする 数と計算 短答 61.1% 62.3% -1.2 

２  12÷0.8 の式で求められる問題をすべて選ぶ 数と計算 選択 21.3% 23.3% -2.0 

３  
  

数と計算 選択 41.9% 38.6% +3.3 

４  ２は５の何倍かを求める 数と計算 短答 43.4% 44.2% -0.8 

５  
午前 10 時 25 分から午後１時 15 分までの時間

を求める 
測定 短答 54.3% 56.7% -2.4 

６ 

（１） 
○Ａと○Ｂの二つのシートの混み具合を比べる

式の意味について、正しいものを選ぶ 

変化と 
関係 選択 39.2% 53.5% -14.3 

（２） 
二人の速さを求める式の意味について、正しい

ものを選ぶ 

変化と 
関係 選択 34.5% 54.3% -19.8 

７  180度以上の角の大きさを求める 図形 選択 41.5% 42.6% -1.1 

８  
Ｌ字型の図形の面積の求め方を表す式を、示さ

れた図を基に選ぶ 

数と計算

図形 
選択 63.7% 59.8% +3.9 

９ 

（１） 
切って開いた三角形を正三角形にするために、

テープを切るときの○Ａの角の大きさを書く 
図形 短答 20.1% 23.2% -3.1 

（２） 
テープを直線で切ってできた二つの三角形の

面積の大小について分かることを選ぶ 
図形 選択 44.4% 

32.4% 
<参考値> +12.0 

 

色をぬった部分の長さが ｍのテープを選ぶ 
２ 

３ 



問題番号 問題概要 

 

内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

10 

（１） 
─Ｌの図を直すわけとしてまとめた文章に入

る数を書く 
数と計算 短答 42.0% 43.0% -1.0 

（２） 
─＋─の計算の仕方を表している図につい

て、一つ分の大きさが何Ｌであるのかを書く 
数と計算 短答 57.4% 59.3% -1.9 

（３） 
0.75＋0.9について、ある数のいくつ分かを考
え、整数のたし算に表して説明するときの求
め方を書く 

数と計算 記述 44.0% 44.0% 0.0 

11 

（１） 

学校ごとの１人当たりの本の貸出冊数を求め

るために、学校ごとの貸出冊数の合計のほかに

調べる必要のある事柄を選ぶ 

変化と 
関係 

データの 
活用 

選択 50.1% 48.5% +1.6 

（２） 
示された二つの表だけでは判断できないもの

を選ぶ 

データの 
活用 選択 64.2% 67.4% -3.2 

（３） 

Ａ小学校とＢ小学校の図書委員が表したグラ

フを見比べて読みとった事柄として正しくな

い事柄について、正しくないわけを書く 

データの 
活用 記述 20.9% 20.7% +0.2 

<参考値>：過去同一問題は、選択と記述を問う問題のため、正答率は、解答類型の「選択」部

分のみの正答率を算出して示す。 

 

【改善が図られた問題】 

・色をぬった部分の長さが─ｍのテープを選ぶ（３） 

・Ｌ字型の図形の面積の求め方を表す式を、示された図を基に選ぶ（８） 

 

【課題が見られる問題】 

・○Ａと○Ｂの二つのシートの混み具合を比べる式の意味について、正しいもの
を選ぶ（６（１）） 

・二人の速さを求める式の意味について、正しいものを選ぶ（６（２）） 

・切って開いた三角形を正三角形にするために、テープを切るときの○Ａの角の
大きさを書く（９（１）） 

・示された二つの表だけでは判断できないものを選ぶ（11（２）） 

  

２ 
３ 

１ 

４ 

１ 

４ 

１ 
２ 



４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

（１）課題が見られる問題 

 ６（２） の設問 （正答率：34.5%）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

速さを求める除法の式と商の意味を理解できるように指導する 

【第５学年】 Ｃ 変化と関係 

（２）異種の二つの量の割合として捉えられる数量に関わる数学的活動を通

して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）速さなどの単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し、

それを求めること。 

速さについて、どちらが速いかを比べる際には、単位量を距離又は時間で比

べる場合があり、どちらを単位量として設定しているかについて考え、速さを

求める除法の式と商の意味を理解できるようにすることが重要です。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、60ｍを 10等分することや、80

ｍを 15等分することについて、次のような図を用いるなどして、１秒間当たり

に進む距離を求めていることを確かめる活動が考えられます。その際、式の中

の数と、表の中の数値を対応させることで、60÷10を（距離)÷(時間）と捉え、



１秒間当たりに進む距離を求めていることを理解できるようにすることが大切

です。また、10÷60 という式は、１ｍ当たりにかかる時間を求めていることを

理解できるようにすることも大切です。 

読み取った内容を整理して書く際は、何を単位量として設定するのかを明確

にしたうえで、必要な内容を選択してまとめるように指導することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらが速いかを調べる場合には、距離と時間のどちらを単位量にするかに

よって、求めた商が大きい方が速い場合と、小さい方が速い場合があり、商の

意味を理解して判断できるようにすることが重要です。 

本設問で「エ」と解答を誤った児童は、１秒間当たりに進む距離を比べてい

ることを捉えることはできていますが、商が小さい方が速いと判断していると

考えられます。 

指導に当たっては、例えば、どちらが速いかを考える際に、同じ時間で長く

走った方が速いという日常の経験を想起しながら、１秒間当たりに進む距離の

大小について、下のような図を用いて判断する活動が考えられます。その際、

矢印の長さが１秒間当たりに進む距離を表していることと、その長さが長い方

が速いということを確認することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいりさんの走ったきょりとかかった時間の関係 

 

 

 

 

 

 

 

そうまさんの走ったきょりとかかった時間の関係 

 

 

 

１秒間当たりに進むきょり 

 

 

あいりさん 

60÷10＝６ 

 

 そうまさん 

 80÷15＝5.3… 

 

60ｍ 

80ｍ 

10秒 

15秒 

６ｍ 

１秒 

約５ｍ 

１秒 

６ｍ 

約５ｍ 



また、１ｍ当たりにかかる時間を考えたときも同様に、１ｍ当たりにかかる

時間の大小について、どちらが速いかをどのように判断するのかを考える活動

も考えられます。その際、50ｍ走のように同じ距離を短い時間で走った方が速

いという日常の経験を想起しながら、１ｍ当たりにかかる時間が短い方が速い

ということを確認することが大切です。 

このような活動をとおして、距離と時間のどちらを単位量として設定してい

るかを明確にし、求められた数値の大小でどちらが速いかを判断できるように

することが大切です。 

なお、速さを求めるだけではなく、複数の速さを比べる場面を設定し、「どち

らが速いですか。」や「どうして速いと分かるのですか。」などと問いかけ、速

さを比べることの意味を理解できるようにすることが大切です。 

 

 

 

 

  



（３）課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セ

ット（小学校）」内の「算数 第 24弾」から、ダウンロードできます。 

 

＊児童の１人１台端末では、「ＣＢＴシステム」にログインし、「ワークシート」内の「小学校

→５年生→算数→学-Viva!!セット第 24弾」から、ダウンロードできます。  



（４）課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

